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モ
ン
ゴ
ル
の
奥
地
を
旅
行
し
た
と
き
、
何
艘

か
の
小
舟
を
連
結
し
た
橋
梁
を
通
行
し
た
こ
と

が
あ
る
（
図

1
)。
河
川
や
峡
谷
な
ど
に
よ
り

両
岸
を
人
間
や
物
資
が
往
来
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
所
を
連
絡
す
る
手
段
と
し
て
、
人
間
は
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
先
端
の
技
術
を
投
入
し
て
橋

梁
を
構
築
し
て
き
た
。
先
月
は
日
本
の
歴
史
に

登
場
す
る
名
橋
を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
続
編

と
し
て
世
界
の
歴
史
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
名

橋
を
紹
介
す
る
。

水
源
と
都
市
を
連
絡
し
た
ロ
ー
マ
の
水
道
橋

紀
元
前
七
五
三
年
に
イ
タ
リ
ア
半
島
の
中
部

に
建
国
さ
れ
た
と
さ
れ
る
古
代
ロ
ー
マ
は
当
初

は
都
市
国
家
で
あ

っ
た
が
、

次
々
と
領
土
を
拡

大
し
、

二
世
紀
に
は
南
側
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

北
部
、
北
側
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
中
部
、
さ

ら
に
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
南
側
半
分
ま
で
を
領

土
と
す
る
広
大
な
帝
国
に
発
展
す
る
。
そ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
強
力
な
軍
隊
と
と
も
に
道
路

と
水
道
を
建
設
す
る
高
度
な
土
木
技
術
を
獲
得

し
た
こ
と
で
あ
る
。

紀
元
前
三
―
二
年
に
藩
エ
さ
れ
、
ロ
ー
マ
か

ら
イ
タ
リ
ア
半
島
の
南
部
ま
で
を
連
絡
す
る
延

長
五
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ア
ッ
ピ
ア
街
道
を

皮
切
り
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
は
合
計
二
九
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
石
畳
の
舗
装
道
路
が
建
設
さ
れ

た
。
現
在
の
日
本
の
高
速
道
路
の
延
長
一
万
四

0
 0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
比
較
す
る
と
古
代
ロ

ー
マ
の
偉
業
が
実
感
で
き
る
。
し
か
し
、
よ
り

高
度
な
技
術
を
発
揮
し
た
の
は
都
市
に
淡
水
を

供
給
す
る
水
道
の
建
設
で
あ
る
。

最
初
の
水
道
は
ア
ッ
ピ
ア
街
道
と
同
一
の
時

期
の
紀
元
前
三

―
二
年
に
ロ
ー
マ
の
東
側
―
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
泉
水
か
ら
ア
ッ
ビ
ア
水
道
が

建
設
さ
れ
た
。
以
後
、
ロ
ー
マ
の
拡
大
と
と
も

に
水
道
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
ニ
ニ
六
年
に
実

現
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ナ
水
道
ま
で
十
一
本

の
水
道
が
建
設
さ
れ
、
人
ロ
一

0
0
万
人
以
上

の
ロ
ー

マ
に
給
水
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
ヴ
ィ

ル
ゴ
水
道
は
十
六
世
紀
に
修
復
さ
れ
、
現
在
も
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人
口
四
十
八
万
人
の
都
市
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
は

惨
事
を
教
訓
に
し
た
フ
ォ
ー
ス
・
ブ
リ
ッ
ジ

ト
レ
ヴ
ィ
の
噴
水
の
水
源
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ロ
ー
マ
が
土
木
技
術
の
高
度
な
能

力
を
発
揮
し
た
の
は
植
民
都
市
に
建
設
さ
れ
た

水
道
橋
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
植
民
都
市

ニ
ー
ム
に
は
円
形
劇
場
な
ど
ロ
ー
マ
時
代
の
遺

跡
も
存
在
す
る
が
、
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
遠
方

か
ら
の
水
道
が
峡
谷
を
通
過
す
る
た
め
に
構
築

さ
れ
た
水
道
橋
ボ
ン

・
デ
ュ
・
ガ
ー
ル
は
三
層

の
ア
ー
チ
で
構
成
さ
れ
、
最
高
の
高
さ
は
四
九

メ
ー
ト
ル
で
、
一
九
八
五
年
に
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る

（図
2
)。

図2ポン・デュ・ガール

図3フォース・ブリッジ

北
海
に
連
続
す
る
フ
ォ
ー
ス
湾
の
南
側
に
位
置

す
る
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都
で
あ
る
。
そ
の

都
心
か
ら
西
側
に
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

位
置
に
フ
ォ
ー
ス
湾
を
横
断
し
て
北
側
に
接
続

す
る
三
頭
の
恐
竜
が
連
続
し
た
よ
う
な
長
大
な

橋
梁
が
あ
る
。

一
八
九

0
年
に
完
成
し
た
延
長

二
五
二
九
メ
ー
ト
ル
の
鉄
道
橋
フ
ォ
ー
ス

・
ブ

リ
ッ
ジ
で
あ
る

（図

3
)。
こ
の
橋
梁
の
実
現

の
前
段
に
は
、
あ
る
悲
劇
が
存
在
し
て
い
た
。

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
か
ら
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
北
側
に
ダ
ン
デ
ィ

ー
と
い
う
地
方
都
市
が
あ

り
、
そ
の
前
面
の
テ
イ
湾
に
鉄
道
橋
テ
イ

・
ブ

リ
ッ
ジ
が
あ
る
。
有
名
な
鉄
道
技
師
T
・
バ
ウ

チ
の
設
計
で
＿
八
七
八
年
に
完
成
、
当
時
は
世

界
最
長
の
橋
梁
で
あ

っ
た
。
し
か
し
二
年
後
に

一
九
七
七
年
に
公
開
さ
れ
、

ア
カ
デ
ミ
ー
賞

＿
家
の
成
果
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
ブ
リ

ッ
ジ

強
風
の
た
め
崩
壊
し
、
走
行
し
て
い
た
列
車
が

転
落
し
多
数
が
死
亡
し
た
。
現
在
の
橋
梁
は
W

•
H

・

バ
ー

ロ
ー

の
設
計
に
よ
り

一
八
八
七
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ス
・
ブ
リ
ッ
ジ
も
最
初
は
バ
ウ
チ
が

担
当
し
た
が
、
前
記
の
事
故
の
た
め
J
．
フ
ァ

ウ
ラ
ー
と
B
・
ベ
イ
カ
ー
に
交
替
し
た
。
強
風

の
影
欄
を
考
慮
し
、
テ
イ
・
ブ
リ
ッ
ジ
で
使
用

さ
れ
た
鋳
鉄
と
錬
鉄
で
は
な
く
銅
鉄
が
使
用
さ

れ
、
部
材
を
八

0
0万
個
の
リ
ベ
ッ
ト
で
接
続

し
、
一
八
九

0
年
に
完
成
し
た
。
外
観
か
ら

「銅
鉄
の
恐
竜
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
頑
丈
な
骨
組
の
効
果
で
一
三

0
年
以
上
経
過

し
た
現
在
も
現
役
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
橋
梁
が
実
現
し
た
の
は
明
治
時
代
初
期

で
あ
る
が
、
渡
邊
嘉

一
と
い
う
日
本
の
技
師
が

工
事
に
参
加
し
て
い
た
。

一
八
五
八
年
に
長
野

県
朝
日
村
に
誕
生
し
た
渡
邊
は
二
十
五
歳
で
エ

部
大
学
校

（現
在
の
東
京
大
学
工
学
部
）
を
卒

業
し
、
翌
年
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
へ
留
学
し
て

卒
業
し
て
か
ら
フ
ォ
ー
ス
・

ブ
リ
ッ
ジ
鉄
道
会

社
に
就
職
し
て
測
量
や
設
計
に
従
事
し
て
お
り
、

当
時
の
写
真
も
残
存
し
て
い
る
。
明
治
時
代
の

若
者
の
意
欲
を
象
徴
す
る
橋
梁
で
あ
る
。
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を
は
じ
め
数
多
く
受
賞
し
た
W

・
ア
レ
ン
監
督

の
映
画

「ア
ニ

ー
・
ホ
ー
ル
』
で
、
主
役
の
男

女
が
長
大
な
吊
橋
を
背
景
に
し
た
川
岸
で
気
持

ち
を
伝
達
し
あ
う
場
面
が
あ
る
。
こ
の
吊
橋
は

一
九
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
「
国
定
歴
史
建
造

物
」
に
指
定
さ
れ
た
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン

・
ブ
リ
ッ

ジ
で
、
数
多
く
の
映
画
や
小
説
の
舞
台
と
な
っ

て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
象

徴
す
る
施
設
で
あ
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
東
側
に
は
イ
ー
ス
ト
リ
バ

ー
、
西
側
に
は
ハ
ド
ソ
ン
リ
バ
ー
が
存
在
し
、

対
岸
と
の
往
来
の
た
め
二
十
本
近
い
橋
梁
が
架

橋
さ
れ
て
い
る
。
最
古
の
ア
ク
イ
ダ
ク
ト

・
ブ

リ
ッ
ジ
は
名
前
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
当

図4ブルックリン・ブリ ッジ

初
は
水
道
橋
と
し
て
建
設
さ
れ
、
人
問
や
車
両

が
通
行
で
き
る
最
初
の
橋
梁
は
イ
ー
ス
ト
リ
バ

ー
を
横
断
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
を
連
絡
す
る
吊
橋
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
で
、
一
八
八
三
年
に
開
通
し
て
い
る
。

こ
の
吊
橋
の
実
現
に
は
苦
難
の
歴
史
が
あ

っ

た
。
ベ
ル
リ
ン
の
大
学
で
橋
梁
工
学
を
専
攻
し

た
ド
イ
ツ
か
ら
の
移
民
J
.
A
．
ロ
ー
ブ
リ
ン

グ
が
設
計
し
た
が
、
工
事
開
始
以
前
に
事
故
で

死
亡
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
息
子
の

w
．
ロ
ー

ブ
リ
ン
グ
が
後
継
と
し
て
指
揮
す
る
が
、
柱
脚

の
基
礎
の
潜
函
工
事
で
半
身
不
随
に
な
る
。
そ

こ
で
夫
人
の

E
.
w
．
ロ
ー
ブ
リ
ン
グ
が
橋
梁

工
学
を
勉
強
し
て
現
場
を
陣
頭
指
揮
し
、
十
四

年
を
か
け
て
一
八
八
三
年
に
開
通
し
た
。

全
長

一
八
二
五
メ
ー
ト
ル
の
二
層
の
吊
橋
で
、

上
層
は
歩
行
者
、
下
層
は
片
道
三
車
線
で
自
動

車
が
利
用
し
、

一
九
四
四
年
ま
で
は
下
層
に
高

架
鉄
道
、

一
九
五

0
年
ま
で
は
上
層
に
路
面
電

車
が
通
行
し
て
い
た
。
こ
の
鋼
鉄
の
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
用
し
た
世
界
最
初
の
吊
橋
は
一
九

0
三
年

に
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
上
流
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ

ー
グ
・
ブ
リ
ッ
ジ
が
実
現
す
る
ま
で
世
界
最
長

の
吊
橋
で
あ
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
観
光
名
所

で
も
あ
っ
た
。

記
念
す
べ
き
チ
ャ
ナ
ッ
カ
レ
ー
九
＿
五
橋

「橋」

は
異
質
の
空
間
を
接
続
す
る
意
味
を

表
現
す
る
文
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
象
徴
す
る

橋
梁
が
存
在
す
る
。
ト
ル
コ
で
最
大
の
人
口
の

都
市
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
は
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の

東
側
の
ア
ジ
ア
と
西
側
の
ヨ
—
ロ
ッ
パ
に
市
域

が
存
在
す
る
世
界
で
唯
一
の
都
市
で
あ
り
、
両

岸
を
連
絡
す
る
第
＿
ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋

(-
九
七

三
）、

第
ニ
ボ
ス
ボ
ラ
ス
橋

(
-
九
八
八
）
、
第

三
ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋

（二
0
一
六
）
が
建
設
さ
れ

て
き
た
。

こ
の
海
峡
を
横
断
す
る
の
は
橋
梁
だ
け
で
は

な
く
、
ト
ン
ネ
ル
も
建
設
さ
れ
て
い
る
。
す
で

に
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
時
代
の
一
八
六

0
年
か
ら

構
想
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
工
事
の
難
度
と

資
金
の
調
達
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し

日
本
の
建
設
会
社

（大
成
建
設
）
と
ト
ル

コ
の

建
設
会
社
の
共
同
に
よ
り
、
二

0
―
一
年
に
四

0
0
0億
円
の
巨
大
事
業
で
あ
る
海
底
鉄
道
ト

ン
ネ
ル
の

マ
ル
マ
ラ
イ
が
開
通
し
、
ト
ル

コ

一

五
0
年
の
期
待
が
実
現
し
た
。

．

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
か
ら
マ
ル
マ
ラ
海
を
西
進

す
る
と
エ
ー
ゲ
海
に
連
続
す
る
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス

海
峡

（チ
ャ
ナ
ッ
カ
レ
海
峡
）
が
出
現
す
る
。

二
0
二
ニ
年
、
そ
の
海
峡
に
チ
ャ
ナ

ッ
カ
レ
一

九
＿

五
橋
と
い
う
世
界
最
長
の
吊
橋
が
実
現
し

た

（図

5
)。
吊
橋
の
長
短
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
懸

下
す
る
二
本
の
主
塔
の
距
離
で
表
現
す
る
が
、

こ
の
吊
橋
で
は
二

0
二
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ

れ
ま
で
一
位
で
あ

っ
た
明
石
海
峡
大
橋
の

一
九
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デ
ン
マ

ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
と
対

九
一
メ
ー
ト
ル
を
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
重
要
な
意
味
を
表
明
し
て

い
る
。
こ
の
吊
橋
は
三
月
十
八
日
に
起
工
さ
れ

た
が
、
名
称
の

一
九
一
五
と

一
体
に
し
た
一
九

一
五
年
三
月
十
八
日
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に

ト
ル
コ
海
軍
が
連
合
国
海
軍
に
勝
利
し
た
日
付

で
あ
り
、
主
塔
の
間
隔
二

0
二
三
メ
ー
ト
ル
は

ト
ル

コ
共
和
国
の
成
立
か
ら
一

0
0年
と
な
る

今
年
を
記
念
し
た
数
字
で
あ
る
と
と
も
に
、
世

界
最
長
の
主
塔
の
間
隔
を
実
現
し
た
と
い
う
記

念
す
べ
き
吊
橋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
国
を
連
絡
す
る
オ
ー
レ
ン
ス
・
リ
ン
ク

図5チャナッカレ1915橋

岸
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
都
市
マ
ル
メ
と
の
国
境

は
エ
ー
レ
ス
ン
ド
海
峡
で
あ
る
が
、
横
幅
は
＿

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
な
い
。
こ
こ
は
バ

ル
ト
海
と
北
海
を
連
絡
す
る
最
短
の
航
路
で
あ

る
た
め
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
強
国
で
あ

っ
た
十
五

世
紀
に
は
国
王
エ
ー
リ
ク
七
世
が
海
峡
の
両
岸

に
築
城
し
て
通
行
す
る
船
舶
を
監
視
し
て
課
税

し
、
こ
の
四

0
0年
以
上
継
続
し
た
課
税
に
よ

り
デ
ン
マ
ー
ク
は
富
裕
な
国
家
に
な

っ
た
。

現
在
で
は
両
岸
の
人
口
を
合
計
す
る
と
二

0

0
万
人
近
く
に
な
る
エ

ー
レ
ス
ン
ド
地
域
は
一

体
と
し
た
経
済
活
動
を
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
有
数

の
経
済
圏
域
を
形
成
し
て
き
た
が
、
課
顆
は
冬

期
に
な
る
と
海
面
の
凍
結
に
よ
り
海
峡
を
横
断

す
る
船
舶
の
航
行
が
で
き
な
く
な
る
た
め
交
流

活
動
が
停
滞
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
十
九

世
紀
後
半
か
ら
橋
梁
の
架
設
が
構
想
さ
れ
て
い

た
が
、
つ
い
に

一
九
九

一
年
に
両
国
が
合
意
に

到
達
、
九
五
年
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

最
初
に
海
峡
の
中
央
に
あ
る
サ
ル
ト
ホ
ル
ム

島
の
南
側
の
浅
瀬
に
延
長
四

0
五
五
メ
ー
ト
ル

の
細
長
い
ペ
ベ
ル
ホ
ル
ム
島
を
造
成
し
、
そ
こ

か
ら
西
側
へ
は
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
空
港
の
あ
る

ア
マ
ー
島
ま
で
約
四

0
五
0
メ
ー
ト
ル
を
沈
埋

ト
ン
ネ
ル
で
連
絡
、
東
側
は
延
長
七
八
四
五
メ

—

ト

ル
の
吊
橋
が
マ
ル
メ
ま
で
連
絡
し
て
い
る
。

そ
の
中
央
部
分
に
は
間
隔
四
九

0
メ
ー
ト
ル
、

桁
下
五
七
メ
ー
ト
ル
の
空
間
が
あ
り
、
大
型
の

航
空
母
艦
も
通
過
で
き
る

（図

6
)。

全
体
は
オ
ー
レ
ン
ス

・
リ
ン
ク
と
い
う
名
前

で
、
ト
ン
ネ
ル
も
橋
梁
も
上
部
が
車
道
、
下
部

が
鉄
道
と
い
う
二
層
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
ニ

0
0
0年
七
月
に
デ
ン
マ
ー
ク
女
王
と
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
国
王
が
臨
席
し
て
開
通
式
典
が
挙
行
さ

れ
た
。
通
行
に
は
約
四
千
六
百
円
の
料
金
が
必

要
の
た
め
予
想
ほ
ど
の
通
行
台
数
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
、

二
0
三
五
年
に
は
建
設
費
用
を
償

還
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
い
か
に
待
望
さ
れ

て
い
た
橋
梁
か
が
理
解
で
き
る
。

図6オーレンス・リ ンク
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